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影響として、青年を世話 し、養育する人々との関係の重要性 を指摘 している。
エ リクソンの記述(1959/1973、P.68)や天貝(1995)の先行研究か らも示唆されるように、
信頼感には他者へ と自分への信頼の2つ の方向性が示 される。 よって、本研究では信頼感 を
"自分は信頼できる価値のある存在であるかどうか"と いう自分への信頼と、"自分にとって他
者は信頼で きる存在であるか どうか"と いう他者への信頼の2つ の方向性を持つものと考える。
自我同一性の発達的研究における測定論的な研究の代表 として、マーシャ(Marcia,J.E.)の
研究があげられる。マーシャはエリクソンの記述 を吟味し、自我同一性 を獲得 した状態 を自我
同一性達成状態 と考え、この達成状態を地位statusと名づけた(鑪 、2002、P.276-277)。
マーシャ以前の研究の多 くは、 自我同一性の危機の両極面、すなわち、 自我同一性達成 ・
対 ・自我同一性拡散の特徴 を問題 としてきた。しかし、それ らは、自我同一性が達成 された時
に示 される特徴を調べているため、 どの程度の自我同一性が達成 されたかを明確に把握できる
ような、「心理 ・社会的基準」psycho-socialcriteriaが不明瞭である。つまり、ある 「自我同一一
性」は、簡単に獲得 され、別の 「自我同一性」は、大きな苦労 を伴って得 られている(鑪 ら、
1984、P.69)。マーシャは、エリクソンの記述の中から心理 ・社会的基準として、「危機」crisis
と 「自己投入」commitmentの2つ基準を取 り上げた。








マー シャは、 「危機」 と 「自己投入」の2つ の心理 ・社会的基準 の様態か ら、 アメリカの青年
の研 究 を行 い、4つ の地位 を見 出 している。4つ の地位 とは、① 自我 同一性 達成地位identity
achievementstatus、② 早期完 了地位foreclosurestatus、③ モ ラ トリアム地位moratorium
status、④ 自我 同一性拡散地位identitydi血sionstatusである。2つ 目の地位であ るforeclosure































の値が14以下 」 あてはまる 一 同一1生拡散地位
FIGURE1各 自我同一性地位 への分 類の流れ図
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自我同一性地位に達成 一権威受容中間地位(A-F中間地位)と 拡散 一積極的モラ トリアム中間
地位(D-M中 間地位)の2つ の中間地位を加えた6つ の地位に分類する。同一性地位判定尺
度を構成す る3つ の変数をもとに、各自我同一性地位への分類は、FIGURE1に示 した流れ図
に従って行われる。
2)親子相互の信頼感の測定
高校生が抱 く父親への信頼感 と母親への信頼感を測定する目的で 「父親への信頼感尺度」、
「母親への信頼感尺度」を作成した。また、親子相互の信頼感を検討するという本研究の目的か
ら、高校生の両親が子に抱 く信頼感を測定する 「子への信頼感尺度」を作成 した。
「父親へ の信頼感尺度」、「母親への信頼感尺度」、「子への信頼感尺度」の項 目については、
信頼感に関する先行研究から得 られた知見をもとに項 目を作成 した。すなわち、天貝(1995)





攻の大学院生2名 により、その内容が検討 された。そこで問題点が指摘された項 目については
修正または削除を行った。その結果、「父親への信頼感尺度」項目として10項目、「母親への信
頼感尺度」項 目として10項目、「子への信頼感尺度」項 目として10項目が残 された。それぞれ
の尺度の回答は、「非常にあてはまる」から 「全 くあてはまらない」までの6件 法で求めた。
3)自分への信頼感の測定
本研究では、高校生 とその両親が抱 く自分 自身への信頼感 といった対自的な信頼感も検討す
る目的で天貝(1995)が作成 した 「自分への信頼感尺度」 も同時に行う。尺度項 目は、6項 目




関西の私立高校に通 う男子高校生(高 校3年 生)に 対 して行った。調査対象 となった高校は、
家庭での教育への関心が比較的熱心な進学校である。なお、本研究では、 自我同一性形成に不
明な点が多いとされる女性を対象から除いた。




























因子 目は父親の了解や納得 を表す項 目となった。また、固有値 は第1固 有値か ら5.52、1.22、
0.86… と変動し、明確な1因 子性が認められた。 よって、本研究の信頼感を測定する目的
から1因子 目を父親への信頼感の項 目として採用 した。具体的に削除された項 目としては、2
因子 目にも負荷量の高かった項 目9と項 目10が削除された。その結果、8項 目が 「父親への信




「母親への信頼感尺度」項目でも同様に、1因 子目が母親への信頼感 を表す項 目となってお
り、2因 子 目は母親の了解や納得を表す項 目となった。また、固有値は第1固 有値か ら5.24、
1.38、0.93…と変動 し、明確な1因子性が認められた。本研究の信頼感を測定する目的か
ら1因子目を母親への信頼感の項 目として採用した。具体的に削除された項目としては、2因
子目にも負荷量の高かった項目9と項 目10が削除された。その結果、8項 目が 「母親への信頼




これから先 も父親 を信頼 していくだろう(項 目6)












































これか ら先も母親 を信頼 していくだろう(項 目6)




母親 といても安心できない(項 目7:逆 転項目)
母親の決めたことに納得できない(項 目8:逆 転項目)






























子は私の ことを理解 してくれている(項 目8)
子は私の思いをわかってくれるだろう(項 目6)
子は私の気持ちがよくわかるだろう(項 目7)
子 を信頼 している(項 目1)
ありのままに子 を受 け入れ られる(項 目9)
子 と一緒にいても安心 できる(項 目2>
子に対 して正直でいられる(項 目3)
子の悩 みごとについて、一緒に考えていける(項 目10)
子 を最 も理解 している存在 だと思う(項 目4)























「子へ の信 頼感尺 度」項 目では2因 子が抽 出された。固有値は、5.07、1.19、0.94…と変
動 し、2因 子が確認 された。 因子 内の項 目を検 討 した結 果、1因 子 目が子へ の信頼 感を示す因
子 であ り、2因 子 目は子が親 の思 いや気持 ち を理解 して くれてい ると感 じる因子 となった。本
研 究での信頼感 を測 る 目的か ら1因 子 目が子へ の信 頼感 を測 る項 目として妥 当である と考 えた。
削除 された項 目としては、2因 子 目に も.350以上の負荷 量 を示 した項 目2、 項 目6、 項 目7、
共通性が著 しく低 い項 目5が 削 除 された。その結果、6項 目が 「子への信頼感尺 度」項 目と し
て採用 された(採 用 された項 目は、項 目1、3、4、8、9、10で あ る)。1因 子 目で説明 され
た分散 は、46.99%と十分 に高 い数字 を示 した。
2)信頼性の検討
尺度の内部一貫性 を検討するため、「父親への信頼感尺度」8項 目、「母親への信頼感尺度」





「父親への信頼感尺度」8項 目の合計点をもって子が父親に対して抱 く父親への信頼感得点 とし
(逆転項目2項 目を含む)、「母親への信頼感尺度」8項 目の合計点をもって子が母親に対 して抱
く母親への信頼感得点 とする(逆転項 目2項 目を含む)。また、「子への信頼感尺度」6項 目の











































自我同一性地位 父親への信頼感 母親への信頼感 自分への信頼感

































高校生の自我同一性地位 ごとの父親が抱 く子への信頼感、父親が自分自身に抱 く自分への信

















































平均 標準偏差 平均 標準偏差
自我 同一性達成地位(A) 30
達成 一権威 受容中間地位(A-F中間) 28
権威 受容地位(F) 31
積極 的モラトリアム地位(M) 27




























































言兇日月率(R2) .038* .215""` .198**'
**gyp<.001,""`p<01,'p<.05
そ の結 果、 同一性 地位判 定尺度 を構成す る3つ の変数 との 間に有意 な関連が見 られた説 明変
数 は、子 が抱 く母親へ の信 頼感 と自分へ の信頼感 であ った。 まず、子 が母 親 に対 して抱 く信頼
感 は 「現 在 の 自己投 入」 に対 して β(標 準偏 回帰係数)が 正 に有 意な値(β=.165、p<.05、
R2=.215、p<.001)を示 し、「将来の 自己投入の希求」に もβが正 に有意 な値(β コ.131、p<.05、
R2=.198、pく.001)を示 していた。 また、子 が 自分 自身 に抱 く自分へ の信頼感 は 「現在 の 自己
投入」 に対 して βが正に有 意な値(β=.400、p<.001、R2=.215、p<.001)を示 し、「将 来の 自
己投入 の希求」 に もβが正に有意 な値(β=.381、p<.001、R2=.198、p<.001)を示 してい た。
「過去 の危 機」 に対 して もβが正 に有意 な値(β=.192、p<.01、R2=.038、p<.05)を示 してい
たが、そ の説 明率(R2)は相対 的に低い ものであった。子が抱 く父親への信頼感 は、 同一性地






る(項 目5「本当に困った時には、父親を頼 りにできる」、項 目4「父親に悩みごとを気軽に相
談できる」)だけではなく、精神的な拠り所 として信頼している(項 目1「父親によって自分が
精神的に支えられていると感 じる」)項目内容となっている。また、父親への信頼感の将来への
時間的展望性(項 目6「 これか ら先 も父親を信頼していくだろう」)をも含む項 目内容 となっ
た。
母親への信頼感尺度 も同様 に、母親を信頼 してお り、母親を現実の課題場面でも信頼できる
(項目5「 本当に困った時には、母親を頼 りにできる」、項 目4「母親に悩みごとを気軽に相談
できる」)だけではなく、精神的な拠 り所として信頼している(項 目1「母親によって自分が精
神的に支えられていると感 じる」)項目内容となっている。また、母親への信頼感の将来への時
間的展望性(項 目6「 これから先 も母親を信頼 していくだろう」)をも含む項目内容 となった。
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子への信頼感尺度に関 しては、子 を信頼 しているだけではなく、実際に課題場面に直面 した
時に子の気持ちを尊重 しつつ共に考えていける信頼感のあり方(項 目10「子の悩みごとについ
て、一緒に考えていける」)となった。




自我同一性地位に分類 して、 自我同一性地位ごとに子が抱 く父親への信頼感、母親への信頼
感、自分への信頼感をみていくと、地位ごとに信頼感に特徴があることがわかる。




が高 く、権威受容地位 と同様 に親を信頼 し、親のイデオロギーや信念を自分のイデオロギーや













のであった。このことか ら、親のイデオロギーや信念を取 り入れている自分 自身に対しても疑
いを持たずに強 く信頼 している姿が浮かびあがる。 自我同一性達成地位や積極的モラトリアム
地位は、父親や母親への信頼感も適度に持ちつつ 自分 自身を強 く信頼 している自我同一性のあ
り方だと考えられる。親から少 し距離をとりつつも自分 自身を強く信 じて個を確立している、
または確立しようと模索 している自我同一性地位である。大矢(1999)は、TATを用いて自我





あ り方だ と考えられる。それ らの自我同一性地位に比べて、自我同一性拡散地位と中間地位で
ある拡散 一積極的モラ トリアム中間地位の自分 自身への信頼感は低いものであった。自己を探
索する上で力 となるはずの自分 自身に対 して も信頼できないものとして捉えているようだ。 自
我同一性拡散地位 に関 しては、父親への信頼感 も低 く、両親も信 じることができない、自分す
らも信 じることができない、まさに拡散している状態だと考えられる。
3.親が抱く信頼感と子の自我同一性地位
子の自我同一性地位ごとに、その両親が抱 く子への信頼感と両親が自分 自身に対して抱 く自
分への信頼感をみてみると、母親が抱 く子への信頼感 と母親が自分自身に対 して抱 く自分への
信頼感に関して子の自我同一性地位ごとに特徴がみられた。
結果か ら、 自我同一性達成地位の子 を持つ母親は、高校生であ りなが ら既に自分というもの
を確立 して、 自律 した生 き方をしている子を高 く信頼 していることがわかる。本研究で使用 し
た 「子への信頼感尺度」の特徴を考慮に入れて考えてみると、母親は子の選択や生き方を支持
してお り、個 を確立した個人 として子を認めている信頼関係のあ り方だと考えられる。その信





の子を持つ母親は、子を高 く信頼しているだけではな く、自分自身に対 しても高い信頼感 を抱
いていることが明らかになった。自我同一性達成地位の子を持つ母親からは、自分の能力 を高
く信頼 して自律 した生 き方をし、個 を確立 した自分 というものを感 じさせる。母親自身が子の
生 き方のモデルとなることが考えられる。それに比べて、自我同一性拡散地位の子を持つ母親
は、子への信頼感が低いだけではな く、母親が 自分自身に対 して抱 く自分への信頼感 も低いも









来の自己投入の希求」の水準に影響があることが示 された。また、子が自分自身に対 して抱 く
自分への信頼感は、子が抱 く母親への信頼感以上に、「現在の自己投入」、「将来の自己投入の希
求」の水準に影響を与えるものであることが示 された。これ らの結果は、安定 した母親への信
頼感および自分への信頼感が、自我同一性の獲得にあたっても重要であることを示唆 している
と考えられる。つまり、個人の心の中に母親に対する信頼感や 自分への信頼感が存在すること
によって、その信頼感が 自己の傾倒や自己を探求する際の大 きなサポー ト源になると予測され










との関係を中心にしつつも、自分 自身に対 して抱 く自分への信頼感も高 く、現在積極的に自己
を傾倒させ、目標に向かっている自我同一性のあ り方だと考えられる。困難な事態に陥ったと













積極的モラ トリアム地位は、両親への信頼感も適度に持ちつつ、 自分への信頼感は高い とい
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う特徴を示 した。親から少 し距離をとっていると考えられるが、その父親が抱 く子への信頼感
は、有意な差は認められなかったものの自我同一性地位の中で最も高いものであった。父親は












拡散一積極的モラ トリアム中間地位は、 自我同一性拡散地位ほどではないが、 自分 自身に対







性達成地位や権威受容地位、積極的モラ トリアム地位にあたる群であり、 もう1つ は自我同一
性拡散地位が属する群である。前者は、親子相互が信頼 しあってお り、安定した自我同一性 を





内在化された親像 としても青年の中に生き続け、青年が 自我同一性 を形成する上で重要な役割
を担うと考えられる。
このように考えると、現代の高校生において最 も多い拡散 一積極的モラ トリアム中間地位は
2つの群のどちらに分類されるだろうか。今後、この地位の特徴 をより詳 しく調べてい く必要
があるように思われる。
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ま た 、 本 研 究 で 作 成 さ れ た 父 親 へ の 信 頼 感 尺 度 、 母 親 へ の 信 頼 感 尺 度 、 子 へ の 信 頼 感 尺 度 の 精
度 を 高 め 、 親 子 相 互 の 信 頼 感 が 年 齢 を 重 ね る に つ れ て ど の よ う に 変 化 し て い く の か に つ い て も 、
生 涯 発 達 の 視 点 で 研 究 を 進 め て い く必 要 が あ る と考 え ら れ る 。
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